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１．はじめに

１．１　なぜ関係発達論か
　本研究は，国内における関係発達論に関する文献レ
ビューを通して研究の動向を概観し，関係論的発達モ
デルの可能性と課題を明らかにすることを目的とす
る。
　私たちは，人の育ちをどのように捉えているだろう
か。関係発達論は，従来の発達観に対する問題意識か
ら生まれた。従来の発達観は，子どもという未完成な
状態から大人という完成した状態へ，一方向に能力を
獲得していくという個体能力主義な見方が主流であっ
たとされている。そのような発達観に対し，関係発達
論とは，人の育ちを「育てる者－育てられる者」の相
互的なやり取りの中で両者ともが一生涯に亘り変容し
ていく過程として捉えようとする発達観である。関係
発達論は，関係発達，間主観性，両義性，主体性（相
互主体性）の 4本の柱によって構成され，鯨岡（2016）
は発達を「人間の一生涯に亘る身・知・心の面に現れ
てくる成長・変容の過程である」と述べる（p.31）。
　本稿では，新たな発達観として提唱された関係発達
論が約20年の間どのように研究されてきたかを整理
する。また関係発達論に関する研究動向を捉えた上
で，今後の方向性について考察する。

１．２　研究方法
　本稿では，関係発達論に関する文献のレビューを行
う。文献収集は，学術論文データベースCiNiiを利用
した。「関係発達」をキーワードとして検索すると，
245件の文献が抽出された。その245件から，学術論
文と，引用文献または参考文献が明記されている雑誌

記事を抽出し，さらに内容を精査し「関係発達論」に
関連のある文献を抽出すると51件となった。最初に
「関係発達論」の用語が用いられている文献は鯨岡
（1993）で，関係発達論と直接的に関係のある初期の
文献も同論文であった。そのため，分析の対象期間は
1993～2019年 8 月現在までに発表された文献とした。
なお，同一著者らによる内容の大幅に重複する 2件に
ついては，査読を経たと明記されている，後に刊行さ
れた方の論文を分析対象とした。上記により選出され
た文献51件を以下レビューする。

２．研究の動向

２．１　文献数による概観
　関係発達論に関する研究の動向を掴むため，文献を
年代と大まかな研究内容で分類した（表 1）。

発行年 総数
文献の分類 区分 領域
学術
論文

雑誌記
事等

臨
床
理
論
保
育
療
育
教
育

1993～2000 3 3 0 2 1 0 1 2
2001～2005 11 3 8 9 2 1 9 1
2006～2010 15 8 7 8 7 1 11 3
2011～2015 12 10 2 9 3 2 9 1
2016～2019 10 9 1 8 2 1 6 3
合計 51 33 18 36 15 5 36 10

表1　文献数の分布

　すべての文献を時系列で整理すると，2000年以前
は 3件，以後 5年毎に区切ると，2001～2005年の間
は11件，2006～2010年の間は15件，2011～2015年

－ 275 －

東京学芸大学紀要　総合教育科学系　71: 275 - 284，2020.



の間は12件，2016年以降は10件が発表されている。
　年代別の総数からは，2001年以降，文献が増加し
ていることが分かる。この文献数の増加には，鯨岡
（1993）が発達研究領域におけるパラダイム転換の動
向を整理し「関係発達論への転向」と題したこと，鯨
岡により執筆された博士論文が1999年に『関係発達
論の構築』と『関係発達論の展開』の 2冊にまとめら
れ書籍として出版されたことで，関係発達論の概念が
広まりをみせたと推測される。

２．２　分類毎にみる動向：学術研究の増加
　次に，文献の分類毎に動向を概観する。分析対象に
は研究論文や雑誌記事等，幅広い形式の文献が含まれ
ているため，本節では学術論文と雑誌記事等の 2種類
に分類した。分類方法は，まず分析対象としたすべて
の文献のうち，文献の形式に原著または研究論文と明
記されているものを学術論文に，シンポジウムや講演
録，報告書等は雑誌記事等に分類した。次に，以上に
当てはまらなかった文献については，発表媒体が学術
研究を主たる目的とした雑誌であるか，引用または参
考文献に著者以外の文献が含まれているか，研究論文
としての手続きがとられているか（臨床研究では実践
にあたっての手続きが明記されているか）の 3点から
総合的に判断し，いずれかに分類した。
　学術論文を時系列で整理すると，2000年以前の文
献は 3件，2001～2005年の間は 3件，2006～2010年
の間は 8件，2011～2015年の間は10件，2016年以降
は 9件である。雑誌記事等を時系列で整理すると，
2000年以前の文献は 0件，2001～2005年の間は 8件，
2006～2010年の間は 7件，2011～2015年の間は 2件，
2016年以降は 1件である。
　この推移からは，学術論文として2000年以前に鯨
岡らにより提示された関係発達論が，2001年以降ま
ず雑誌記事等として取り上げられ，2006年以降は，
学術論文として広まりをみせていることが伺える。
2016年以降は，2019年 8 月現在までの 3年 8カ月間
を分析対象期間としているが，既に 9件に達してい
る。以上から，関係発達論を扱う学術論文は増加傾向
にあると言えるだろう。学術論文の増加からは，鯨岡
（1999a,1999b）らによって構築された関係発達論が，
新たな発達観になじむ理論として，教育に携わる研究
者たちに捉えられてきていることが推測される。

２．３　発達観の転換：個体能力発達から関係発達へ
　関係発達論の出現に深い関わりを持つ，発達観の転
換に焦点をあてて検討する。発達研究におけるパラダ

イム転換と重なる動向として，南部（2007）は世界保
健機関（WHO）が2001年に改訂した国際生活機能分
類（ICF）や，2001年施行の幼稚園教育要領や保育所
保育方針を取り上げている。WHO（2001）は，これ
まで中心となっていた心身機能と身体機能の障碍に，
活動と参加の制約という視点を取り入れ，障碍は個人
因子と環境因子が関係し合うとした。この ICFモデル
への改訂は，特別支援教育においても，障碍は個人の
症状や診断結果だけでなく，その人と周囲の人また社
会との関係性が絡み合っているという見方への転期を
もたらしたという。南部（2007）は，2001年に施行
された幼稚園教育要領や保育所保育方針では，「発達
段階」や「発達課題」の概念が消え，一人ひとりの子
どもの「発達の過程」が重視されるようになったと述
べている。2001年以降，人の育ち（発達）に対する
捉え方が国際基準もふまえた転換期を迎えたと言える
だろう。
　この転換は，関係発達論の概念の核となる問題意識
が鮮明に表された議論を含む。転換については，鯨岡
（1993），南部（2007）らによって詳細な議論が整理さ
れている。鯨岡（1993）は，従来の発達研究につい
て，「新しい研究動向が次々に生まれながらも，しか
し総体としての発達研究は既存のパラダイムのまま推
移しているようにもみえる」と述べる。南部（2007）
は，20世紀初頭以後の動向を整理し，21世紀に入っ
ての子どもの発達観の変化にまつわる動向を虐待臨床
研究の立場から捉え，虐待を受けた子どもの思いに寄
り添うために関係発達論の視点から子どもに関わる必
要性を提示した。
　また，川瀬（1995），梅崎（2014），庄司（2006），
稲垣（2006），鯨岡（2004b）といった研究では，それ
ぞれの専門分野の立場から，この転換について言述し
ている。各分野において，発達観の転換はどのように
捉えられていたのだろうか。
　川瀬（1995）は，対人的な関わりに難しさがあると
される自閉症研究の立場から治療等の変遷を追い，関
係発達論の視点を自閉症論の方向性として指し示して
いる。自閉症の治療処遇は，言語認知障害説の台頭に
ともない，遊戯療法から行動療法へ移行した歴史を持
つ。行動療法では，自閉症は正しい学習をすることで
治療可能だとする前提に基づき，自閉症児の問題行動
をさまざまな強化スケジュールを用いて修正したり，
適応行動の学習等が行われる。川瀬は行動療法の問題
点について，「個々の行動は訓練によって習得された
り修正されたりするかもしれないが，それらを使って
日常の場面で主体がどう生きていくかという視点が欠
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けたまま，やみくもに訓練が課せられるという状況を
生み出している」と指摘している。この訓練を学びと
捉え直すと，日常と切り離された文脈での能力の獲得
を目指すという暗黙の方向性は，当時の自閉症研究だ
けに留まらず，根本的な課題である。行動療法の発達
観では，発達を適応行動が単純に加算されることであ
るとし，適応主義的発想が基盤にあるという。川瀬
は，このような状況に対して，発達研究における「個
体能力論から関係発達論へ」のパラダイム転換が起こ
りつつあると述べた。そして自閉症論の目指すべき方
向は，「子どもとはなにか」「発達とはなにか」「人と
はなにか」という普遍的な問いの解明に繋がるもので
なければならないとした。
　梅崎（2014）は，保育実践の立場から，旧来の発達
論と関係発達論の概念の相違を表に整理した（表 2）。

旧来の発達論での扱い 関係発達論で試みられ
る再定義

何かができるようにな
ること 発達 育てられる者から育て

る者になっていく課程

子ども （発達の）
主体 子どもも大人も

養護は 3歳未満へ（／
保育所で）の営為。教
育は 3歳以上へ（／幼
稚園で）の営為

養護と
教育

生涯発達の条件であ
り，不可分

おざなりにされてきた
（能力獲得や拡大が優
先されてきた）

心を
育てる

子どもを育てる上での
ただ一つの目標。私の
心（自己性／能動性）
と私たちの心（社会
性）のバランスの良い
育ちが目指される

表２「旧来の発達論と関係発達論の比較」（梅崎2014）

　旧来の発達論では、発達の主体は「子ども」とさ
れ、発達は「何かができるようになること」として捉
えられてきた。発達に関与する大人は、子どもの発達
を支援する役割を担う者に過ぎない。そのような発達
観に対し、関係発達論は、「子どもも大人も」ともに
発達する主体であり、発達とは「育てられる者から育
てる者になっていく過程」として捉えられる。これま
で能力獲得や拡大が優先され、おざなりにされてきた
「私（自己性／能動性）と私たち（社会性）」のバラン
スの良い心の育ちが目指される。そのため保育分野に
おいても、保育所では養護、幼稚園では教育と単純に
分けることはできないとする。梅崎は、これらの概念
を確認した上で保育園での事例検討を行い、社会的課
題を設定する保育によって子どもの「できる̶できな
い」が顕在化されていること、そして保育士が無自覚

のうちにそのような保育を余儀なくされている現状を
問題点として挙げた。そして発達心理学は、子どもの
発達を個に閉じた能力獲得・拡大の過程と描いてきた
歴史をもつとし、以上の問題に対して「一定の責任を
有する」と述べている。
　庄司（2006）は，ライフステージという概念が発展
した背景を切り口に，生涯生態学，発達生態学，関係
発達論について動向を整理した。その上で関係発達論
が，生涯生態学や発達生態学と共通し，人の発達観の
再考にせまった動きであると捉えている。
　稲垣（2006）は小児科医の立場から，医療現場にお
いても身体疾患に重点が置かれてきたという，乳幼児
期の育ちについて理論面から整理し，心の発達を含ん
だ包括医療の再考を試みている。稲垣は，これまでの
発達研究が，子どもの発達を発達段階として捉えるこ
とで，医療現場では発達障害児の早期発見・早期療育
へと繋がったと捉えている。しかしその一方，「これ
からは目の前の子どもといかに過ごし子どもの育ちに
寄り添えるか」という視点へと，小児医療での発達観
の転換について述べる。
　従来の発達観による教育全般への影響について，鯨
岡（2004b）は，教育の営みが，不登校やいじめ，障
碍児など，平均から偏倚した子どもの問題を常に「子
ども側の問題」として捉え，子どもを平均像に復する
ように矯正教育的，発達促進的な働きかけに終始して
きたと指摘する。そして，そのような教育の基調に
は，誕生した乳児が能力的に完成された大人になって
いく過程が発達だとする従来の個体能力発達の見方
が，強い枠組みとして働いていたと指摘している。
　子どもの育ちに直面する臨床の場の問題を核とし
て，個体能力では捉えきれない発達を捉える発達観と
して，関係発達論は位置づけられる。

２．４　関係発達論の課題
　このような個体能力発達の見方に対する批判から生
まれた経緯がある一方で，関係発達論の課題点につい
ての指摘もある。
　細渕（2008）は重症児教育の視点から，重症児は生
きることそのものに深刻な苦しみを抱えた子どもであ
り，療育に携わる者は彼らの痛みや苦しみがわかるが
ゆえ，意図的・系統的な働きかけを躊躇してしまう場
合もあるという。かわいそう，辛そうといった感情か
ら，ただ楽にするための介護中心のかかわりとなり，
結果的に障碍の軽減や発達を促す指導を軽視してしま
う場合があることを取り上げる。関係発達論が，能力
発達を否定的に取り扱うことによって，障碍にかわっ
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て生じる困難すべてを関係の問題に解消してしまう危
険性を指摘する。
　関係発達論を構築した鯨岡（2004a）自らも，現場
での実践の難しさについて触れている。保育の場が，
子ども一人一人を一個の主体と受け止め対応するとい
う面と，集団生活の楽しさへと導くという面との，異
なる 2つの側面をもっているとし，この両面性を人の
両義性と捉えている。「集団を動かそうとすると，一
人一人に目を向ける余裕がなくなり，また能力を伸ば
そうと身構えていれば，ついつい『させる』働きかけ
をして，それを『子どものためだ』と合理化してしま
いがち」であると述べる。また，「私たちはみな，『子
どもによかれ』と思って働きかけますが，そこには子
ども側から見て，『やりたくない』『面白くない』『い
やだ』ということも多々ある」に違いないと指摘す
る。鯨岡は「子どもの気持ちを受け止めて」という主
張は，たんに子どものあるがままでよいという現状肯
定を意味するのではないとする。子どもが今を乗り越
えて成長を遂げていくことは，関係発達の立場でも当
然ながら喜ばしいことであるとした上で，「ただ，そ
の能力の伸びにだけ目を向けて，子どもの気持ちを無
視ないし軽視したままでの保育や養育は，長い目で見
れば必ずやもっと大きな問題や壁にぶつかってしま
う」と警鐘を鳴らす関係発達論は，大人からの視点へ
比重が傾いている現状の教育の見方を，子どもの立場
から捉え直すことで，人の両義性の均衡を取り戻そう
とする動きであると捉えることができる。

３．研究の内訳

　本節では文献を臨床研究と理論研究に二分した。実
践や事例を取り扱っている文献はすべて臨床研究に分
類し，それ以外は理論研究に分類した。臨床研究は
36件，理論研究は15件となった。
　浦崎・武田（2017a）が対人関係に伴う支援を行う
多職種での関係発達的支援の応用の可能性について述
べている通り，関係発達論は医療・福祉・教育等，領
域を越えた臨床での応用が試みられている。本稿では
全51件を保育・療育・教育の 3つの領域に分類した。
　分類基準は，文献中に「保育」と明記されているも
のは保育に，広義の障碍への治療や教育を取り扱って
いるものを療育に分類し，その他教育全般に関するも
のは教育へ分類した。なお，藤井・勝浦・山崎・平野
（2010）の共同研究に関しては，各執筆者の実践フィー
ルドの領域が異なっていたため，例外的に各執筆者ご
とに領域を分けてレビューしたが，領域ごとの集計は

教育に入れた。以下，領域ごとにレビューを行う。
３．１　保育における関係発達
　梅崎（2014）は，保育実践の立場から，次の 2点を
問題視している。「（1）保育士が半ば無自覚のうちに，
社会的な課題を設定する保育を余儀なくされている。
（2）社会的な課題が設定される保育によって，子ども
の〔できる－できない〕が顕在化されている」。以上
を問題意識として，保育における実践について検討し
保育における両義性について述べている。この両義性
に関しては，「発達や，発達を支える『よい保育』の
定義が揺れるのは，価値観が多様化する時代にあるか
らこそである」とも述べる。
　藤井・勝浦・山崎・平野（2010）の間主観性の概念
の内実を探る共同研究の中で，藤井は保育研究の立場
から，保育園における関与・観察で出会ったある子ど
もとの具体的な関わりの一場面を取り上げ，考察して
いる。保育の場において自ら身体的主体として子ども
との具体的な関わりを生きる者として，行動の記述で
は捉えきることのできない，その場の情動を含んだ相
互的な関係性の機微を描きだしている。考察の対象に
は著者がこの場面を取り上げたこと自体も含まれてお
り，子どもの自己形成に著者自身が主体として関わる
存在であることから，関わり手の応対が子どもの体験
を変えることについての実感に基づく考察と問いが立
ち上げられている。藤井は，保育現場での子どもの育
ちを捉えようとする研究について，「未だ可視的な行
動水準での考察によるものが多く，不可視である主観
的水準で子どもの育ちを描き出す研究はまだ少ない」
と述べる。そして，この現状について「関係性そのも
のを描きだすというよりも，関係を通した個人内の諸
能力の発達を捉える，という在り方に留まる関係性概
念の浸透と換言できる」と指摘する。

３．２　療育における関係発達
　自閉スペクトラム症に関する研究については，臨床
研究の中でも13件と最も件数が多く，盛んに行われ
ている領域である。例えば，発達障害児の臨床研究
は，藤井・勝浦・山崎・平野（2010）の共同研究の中
で，勝浦による普通学級に在籍するアスペルガー症候
群と診断を受けた生徒の事例や，山崎による自閉傾向
のある生徒の事例が取り扱われている。
　被虐待児の臨床研究は，南部（2004，2007，2008）
らによって行われている。南部（2007）によると，こ
れまでの虐待研究における関係性については，親子の
愛着関係が論じられてきたという。しかし，虐待臨床
において，親と子どもの行動観察から愛着形成の発達
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段階を測ろうとする従来の客観的立場は不充分である
と指摘する。南部（2004，2008）によるプレイセラ
ピーの臨床実践を踏まえ，「虐待を受けた子どもは，
関係性に寄り添う方向性，関係に対する支援があって
初めて，これまでの虐待的な人間関係から離れ，自分
を主体として見つめ始める」と，子どもの発達を関係
発達の視点から捉える必要性を唱えた。
　また，上記以外の領域での臨床研究としては，榊原
（2013a）によるWest症候群（点頭）のある子どもお
よび養育者への関係発達臨床の取り組みや，藤井・勝
浦・山崎・平野（2010）の中では平野により筋ジスト
ロフィーの生徒の事例，渡辺・本城（2002）による精
神分裂病者を対象とした音楽療法の取り組み等があ
る。
　また，成人を対象とした臨床研究には，中島（2017）
による知的障碍の成人と母親への関係発達支援の取り
組みがある。中島（2017）によると，知的障碍や発達
障碍に関する母子関係に対する心理療法の実践は，こ
れまで乳幼児期や児童期の子どもと親の事例が大半で
あったが，知的障碍者の成人期においても関係発達の
視点からの支援の必要性を述べた。中島はプロセスを
支え促した心理療法の主要な機能をWinnicott（1965
／ 1977）による“holding”の概念を参照して考察し，
北山（1985）による，holdingの重複し合う意味内容
を敢えて「便宜的に分解」した諸記述を基に，経過に
即してそのつどいかにセラピストがholdingしたかを
分析的に検討している。その上で「自己発達支援にお
いて関係性へのアプローチは不可欠である」とし，特
に，発達障碍児者の自己発達支援が注目されているな
か，holdingを主たる機能とした関係性へのアプロー
チが成人知的障碍者の自己発達を促進する可能性を示
した。また，「今後，成人知的障害者の関係発達支援
について，臨床技法の発展を目指すとともに，当事者
の主体的判断を尊重する研究協力同意の手続きの工夫
など研究方法の発展に努めたい」と研究方法について
も批判的に捉え，今後の課題として述べた。

３．３　教育における関係発達
　藤井・勝浦・山崎・平野（2010）は，それぞれの
報告から「共通して言えることは，『間主観性』とい
う観点から具体的な関係の綾を描くことは，二者のあ
いだの『共有される体験』を主題化することに他なら
ないということである」とし，「子どもの自己形成過
程における意味に着目した発達研究における『間主観
性』概念の現状と可能性については現段階の示唆を，
①その過程に他者が介在してくる現実を描くことが必

要となり，自己理解と他者理解が絡み合って形成され
てくる実態を描き出すことにつながる。②研究者が，
人が生きる現場で行き交っている『間主観性』を主題
化し描き出すことは，研究者自身にその場をアクチュ
アルな身体で生きることを求める。③保育・教育の場
で生きる者たちの『間主観性』を取り上げることは，
行動観察の枠組みでは捉えきれなかった水準での実践
者の『育てるまなざし』を掬い上げ，『育てる者』の
営みを省察する契機となる」と述べる。
　関係発達論を応用した研究としては，宮本（2019）
による情報環境の構築のための算数・数学の授業実践
といった独自の取り組みも行われている。

３．４　研究の方法について：エピソード記述の扱い
　研究方法として代表的なものは，鯨岡（1993，
1999，2005）による「エピソード記述」がある。エ
ピソード記述を取り上げている文献は，鯨岡（1993，
1999）， 近 藤（2011）， 榊 原（2011，2013b）， 塚 田
（2015），の 6件である。なおCiNiiで「エピソード記
述」をキーワードとして検索すると，148件の文献が
抽出される。この普及の背景には，実践の場で「伝え
ざるをえない」出来事に出会うも，伝える手法がなく
これまでアウトプットが困難だった実践者がエピソー
ド記述によって実践をアウトプットできるようになっ
たことが考えられる。実践者の必要に迫られて普及し
ている手法であると言えよう。ただし，手法としての
エピソード記述は普及しているが，関係発達論につい
ての概念的な関連については，慎重な検討が必要であ
る。
　鯨岡（1999）は，研究におけるエピソードについて
「慎重に吟味され，精選され，本質との出会いの迫真
性に裏付けられたエピソードは，発達研究の重要な
データであり得る」とする反面，「一歩誤ると，恣意
性と曖昧性に捉えられてしまう可能性を抱え，捏造へ
の危険にも晒されている」とエピソード記述の置かれ
ている立ち位置について述べている。関係発達論の視
点を取り入れる際，安易にエピソードを取り上げるこ
とが研究のデータとしてどれほどの信頼性を持ちうる
かは，常に意識される必要がある。

４．まとめ

４．１　関係発達論に関する研究の動向
　鯨岡（1999）によって構築された関係発達論に関す
る学術論文は増加傾向にあり，発達観の転換として教
育・医療など分野をまたぎ研究者や実践者に受け入れ
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られてきたことが明らかとなった。
　しかし関係発達論を発達観の転換として捉える研究
がある一方で，中には表面的な関係発達論の理解に
よって最終的に能力主義に回収されている論文や，行
動水準での分析に留まる臨床研究も見られている。
　今後，関係発達論の視点による研究は進められ，臨
床研究の増加だけでなく，新たな分野への応用などさ
らなる進展が予測される。その際，手法の形式的な部
分のみを取り入れることや，実践者や研究者が自らの
無自覚な発達観の偏りを意識せず進めることは，関係
発達論が試みた発達観の転換と逆行する危険性があ
る。

４．２　今後の課題：関係発達論の可能性
　能力を育てるという観点の発達支援と関係発達論
は，対立関係にあるのではなく，むしろ両者が補い合
う関係にある。しかし，今回の文献レビューでは，現
在の教育の枠組みは能力発達的な発達観に偏っている
可能性を示唆する点が見出され，これは筆者（第一著
者）によるフィールドワークや参与観察等を通した実
感とも概ね一致する。
　教育において，何らかのスキル獲得を目指す目標志
向的な学習は，スキルを獲得した後の社会がある程度
推測可能であることが前提とされている。これまでも
新しい技術の普及は従来の生活様式や常識を変化させ
てきたが，特に現代では情報の共有スピードが加速
し，未来はより予測困難となった。従来の教育の前提
自体が揺らぎ模索される中，関係発達論の視点は今後
さらに重要となっていくと思われる。予測不可能な未
来を前に，育ち－育てるという営みも変化を問われて
いるといえよう。
　教育の現場において，人の育ちを支えるための両義
性が保たれることで，先行きの見えない明日を，不安
でなく生きる喜びや希望を多くの人が持ちながら迎え
ることができるフレームワークをつくることが重要で
はないかと考えられる。今後，関係発達論の方法論的
な検討と併せて，その可能性や事例検討の蓄積を通し
て，この問題に引き続き取り組んでいきたい。
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Abstract

 This paper aims at the systematic review for the researches based on the theory of relational development through the 

literature review for the relative articles.  Through the overview, the possibilities and issues on the relational developmental 

model would be revealed.  Collecting data are through the database CiNii and the detailed survey, 51 articles are extracted 

finally.  Through the reviews, the brush-up for the methodology are expected, and the viewpoint of the relational 

development are to be more emphasized in the practical condition of education.

 After having been formed by Kujiraoka (1999), the research with the view of the relational development, and the research 

method and attitude are implemented into the researchers and practitioners in the field of education, medicine, and the 

related areas.  The theory of relational development are understood as the shift of the developmental views on the one hand, 

some researches are in the ableism or the behaviorism for the way of the understanding for the theory of relational 

development and it shows the methodological issues of the theory of relational development.

Keywords: Theory of Relational Development, Literature Review, the Developmental Viewpoint

Department of Special Needs Education, Tokyo Gakugei University, 4-1-1 Nukuikita-machi, Koganei-shi, Tokyo 184-8501, 

Japan

要旨:　本研究の目的は，国内における関係発達論に関する研究の動向を，関連する文献をレビューすること
を通して探ることであり，それらの概観から，関係論的発達モデルの可能性と課題を明らかにすることをねら
いとしている。本稿では，関係発達論に関する文献のレビューを行う。文献収集は，学術論文データベース
CiNiiを利用して行い，関係発達論に関連のある論文51件を最終的に抽出した。これらのレビューから，方法
論的な練り上げがさらに必要であるとともに，関係発達論の視点は今後さらに重要となる可能性が示唆された。
　鯨岡（1999）によって構築された関係発達論に関する学術研究は増加傾向にあり，教育・医療など分野をま
たぎ研究者や実践者に受け入れられてきたことが明らかとなった。しかし関係発達論を発達観の転換として捉
える研究がある一方で，関係発達論の理解によって最終的に能力主義に回収されていたり，行動水準での分析
に留まる臨床研究も見られ，方法論的な課題も明らかとなった。
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